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特
集

「
千
川
上
水
現
況
調
査
報
土
口
」

こ
の
報
告
は
、
練
馬
区
教
育
委
員
会
が

平
成
1
5
年
7
月
か
ら
1

0
月
に
実
施
し
た
、

文
化
財
講
座
「
千
川
上
水
・
田
柄
用
水
の

現
況
を
調
べ
て
み
よ
う
」
に
参
加
し
た
区

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
調
査
し
、
ま

と
め
た
も
の
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。

■
上
流
編

（
新
旧
取
水
口
～
西
武
新
宿
線
交
差
）

千
川
上
水
の
取
水
口
は
、
創
設
さ
れ
た
元
禄現取水口

時
代
以
後
、

何
度
か
そ

の
位
置
を

変
え
て
い

ま
す
。
現

在
の
取
水

口
は
、
五

日
市
街
道

と
境
調
布

線
が
交
差
す
る
境
橋
交
差
点
の
玉
川
上
水
右
岸
、

「
東
京
都
北
多
摩
南
部
建
設
事
務
所
武
蔵
野
工

区
」
　
（
武
蔵
野
市
境
四
・
1
1
）
　
の
敷
地
内
に
あ

り
ま
す
。
取
水
堰
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、

玉
川
上
水
に
対
し
て
直
角
に
開
口
し
て
い
ま
す
。

創
設
当
時
の
取
水
口
が
ど
の
へ
ん
に
あ
っ
た

か
は
、
不
明
で
す
。
た
だ
、
武
蔵
高
等
学
校
編

『
千
川
上
水
』
（
本
流
）
当
時
の
旧
取
水
口
跡

（
明
治
4
年
へ
一
八
七
こ
か
ら
昭
和
4
1
年
八
一

九
六
六
）
ま
で
使
用
）
は
、
境
橋
か
ら
約
5
0
0
m

ほ
ど
上
流
、
曙
橋
か
ら
少
し
遡
っ
た
小
金
井
堤

の
左
岸
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
玉
川

上
水
に
先
端
切
石
積
の
分
水
堤
が
突
き
だ
し
、

そ
の
突
堤
の
根
元
付
近
に
高
さ
1
m
3
0
伽
の

赤
錆
た
ゲ
ー
ト
の
巻
揚
器
が
ひ
っ
そ
り
と
仔
ん

で
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
千
川
上
水
研
究
の
基
本

資
料
「
千
川
上
水
路
図
」
を
解
説
し
た
『
千
川

上
水
路
図
解
説
』
（
千
川
の
全
編
・
ク
オ
リ
発

行
）
　
で
は
旧
取
水
口
は
こ
の
ほ
か
に
も
う
一
つ

存
在
す
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
明
治
1
3
年

（
一
八
八
〇
）
に
千
川
水
道
株
式
会
社
が
増
設

し
明
治
4
0
年
（
一
九
〇
七
）
年
ま
で
用
い
ら
れ

て
い
た
取
水
口
で
、
そ
の
遺
構
は
最
初
の
旧
取

水
口
か
ら
徒
歩
で
9
0
歩
ほ
ど
上
流
の
、
左
岸
の

シ
ュ
ロ
の
茂
み
の
中
に
残
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

分
水
堤
は
埋
も
れ
か
か
り
、
そ
の
背
後
に
、
最

初
の
旧
取
水
口
よ
り
や
や
小
さ
め
の
や
は
り
赤

錆
た
ゲ
ー
ト
巻
揚
器
が
あ
り
ま
す
。

平
井
家
水
車

取
水
堰
か
ら
取
り
込
ん
だ
水
は
、
五
日
市
街

道
下
り
線
の
道
路
下
に
埋
め
ら
れ
た
内
径
1
m

の
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
伝
っ
て
石
積
み
護
岸
堤
の
開

口
か
ら
千
川
上
水
へ
流
れ
込
み
ま
す
。
こ
の
開

口
部
真
上
の
堤
に
、
自
然
石
に
「
千
川
上
水
清

流
の
復
活
」
と
刻
ま
れ
た
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
下
流
の
「
伊
勢
（
殿
）
橋
」
（
練
馬

区
関
町
南
三
丁
目
）
ま
で
の
開
渠
区
間
約
5
加

が
、
清
流
の
復
活
区
間
で
す
。
清
流
は
、
こ
こ

か
ら
関
前
橋
（
武
蔵
野
市
八
幡
町
）
ま
で
北
東

に
約
2
・1
叫
一
直
線
に
流
れ
下
り
ま
す
。
前
出

『
千
川
上
水
路
図
解
説
』
を
は
じ
め
諸
々
の
文

献
に
は
、
か
つ
て
こ
の
区
間
の
左
岸
に
、
二
基

の
水
車
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま

す
。
水
車
を
創
設
し
た
の
は
上
保
谷
新
田
名

主
・
平
井
伊
左
衛
門
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
伊

左
衛
門
は
、
天
保
6
年
二
八
三
五
）
、
上
保
谷

新
田
が
上
保
谷
村
か
ら
独
立
し
て
一
村
と
な
る

お
り
、
主
導
的
役
割
を
果
た
し
、
以
後
、
平
井

家
は
こ
の
一
帯
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
一

族
で
し
た
。
な
ん
ら
水
車
の
遺
構
が
残
っ
て
お

ら
ず
、
水
車
を
営
業
し
て
い
た
平
井
家
も
昭
和

初
め
に
こ
の
地
を
離
れ
て
し
ま
い
、
水
車
の
場

所
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
千
川
上

水
沿
い
の
鮨
店
（
西
東
京
市
新
町
四
丁
目
）
　
の

隣
に
お
住
ま
い
の
平
井
一
族
の
平
井
嘉
市
氏
に

水
車
の
件
を
尋
ね
る
と
「
二
つ
目
の
水
車
に
つ

い
て
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
上
流
の
水
車
は
こ

の
先
の
安
間
（
や
す
ま
）
さ
ん
宅
に
あ
り
ま
し

た
」
と
の
こ
と
で
、
同
氏
の
話
に
よ
る
と
、
平

井
氏
宅
前
か
ら
下
流
の
安
間
氏
宅
ま
で
約
4
0
0

m
水
を
引
き
、
こ
の
用
水
で
水
車
を
回
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
す
。
西
東
京
市
新
町
二
・
5
の

安
間
義
明
氏
に
よ
る
と
　
「
終
戦
（
第
二
次
世
界

大
戦
）
直
前
に
平
井
家
の
水
車
を
譲
り
受
け
、

の
ち
に
水
力
を
電
力
に
換
え
、
安
間
伸
銅
所
と

し
て
昭
和
6
0
年
代
ま
で
経
営
し
て
い
ま
し
た
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
、
伸
銅
所
は
閉
じ
、

そ
の
跡
地
に
は
自
動
車
販
売
関
係
の
ビ
ル
が
建

っ
て
い
ま
す
。
水
車
の
遺
構
に
つ
い
て
尋
ね
る

と
　
「
自
宅
の
裏
に
古
い
水
神
様
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
高
さ
1
m
余
の
石
岡
は
全
体
に
苔
む

し
、
長
い
時
間
の
経
過
を
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

安
間
氏
宅
前
の
千
川
上
水
両
岸
に
は
2
0
数
本

の
ケ
ヤ
キ
の
高
木
が
整
然
と
並
び
そ
の
中
を
清
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橋

武

水
上

川

千

街

水

橋

流
が
流
れ
て
い
ま
す
。

前
出
『
千
川
上
水
』
で
は
下
流
の
水
車
を
「
坂

上
水
車
」
、
そ
の
位
置
を
「
保
谷
村
覆
窪
北
墓
（
よ

し
く
ぼ
き
た
だ
い
）
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
「
保

谷
村
坂
上
」
　
「
同
薗
窪
北
茎
」
は
現
在
の
「
西
東

京
市
柳
沢
三
丁
目
」
に
該
当
し
ま
す
。
同
地
の

旧
家
、
野
口
家
の
現
当
主
、
甚
平
氏
が
「
私
の

小
さ
い
頃
、
千
川
小
学
校
前
の
橋
辺
り
か
ら
千

川
上
水
と
平
行
し
て
下
流
に
用
水
が
引
か
れ
、

柳
沢
三
・
2
、
現
在
岩
崎
家
の
有
料
駐
車
場
が

あ
る
と
こ
ろ
に
、
中
島
飛
行
機
の
部
品
を
作
っ

て
い
る
小
さ
な
工
場
が
あ
っ
た
」
と
そ
の
場
所

を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
二
基
の
水
車

が
あ
っ
た
場
所
は
、
特
定
で
き
ま
し
た
。

三
野
橋
と
開
村
分
水
跡
ほ
か

広
大
な
民
間
運
動
場
を
過
ぎ
、
関
前
橋
交
差

点
ま
で
来
る
と
、
右
岸
前
方
が
大
き
く
開
け
ま

す
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
ま
で
、
中
島
飛
行

機
株
式
会
社
武
蔵
野
・
多
摩
製
作
所
が
戦
闘
機

の
エ
ン
ジ
ン
を
製
造
す
る
轟
音
を
と
ど
ろ
か
せ

て
い
た
一
帯
で
、
現
在
は
広
場
や
高
校
な
ど
が

建
ち
並
ぶ
、
武
蔵
野
市
の
広
域
グ
リ
ー
ン
エ
リ

ア
に
様
相
を
一
変
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
停
「
電

通
裏
」
あ
た
り
か
ら
、
千
川
上
水
は
右
に
大
き

く
弧
を
描
き
、
閑
静
な
住
宅
街
に
流
を
変
え
ま

す
。
傍
ら
に
立
つ
標
識
に
は
「
取
水
口
か
ら
2
・

5
K
M
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
渠
区
間
の

ち
ょ
う
ど
中
間
点
で
す
。
こ
の
中
間
点
を
過
ぎ
、

最
初
に
架
か
る
橋
が
「
三
郡
（
み
ご
お
り
）
橋
」

で
す
。
か
つ
て
の
新
座
郡
上
保
谷
新
田
、
北
豊

島
郡
関
村
、
北
多
摩
郡
関
前
村
の
三
郡
が
隣
接

し
た
場
所
に
架
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ

の
橋
名
が
あ
り
ま
す
。

三
郡
橋
を
過
ぎ
、
千
川
上
水
遊
歩
道
の
対
岸

の
区
道
を
下
流
に
少
し
進
む
と
、
左
側
に
「
練

馬
区
」
　
の
標
識
が
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
手
前

か
ら
左
に
緩
や
か
に
弧
を
措
い
た
細
い
路
地
が

青
梅
街
道
方
向
へ
続
き
ま
す
。
こ
の
路
地
が
西

東
京
市
と
練
馬
区
と
の
境
界
線
で
、
か
つ
て
あ

っ
た
「
関
村
分
水
」
跡
で
も
あ
り
ま
す
。
昔
、

上
水
本
流
か
ら
水
田
潅
漑
用
に
引
か
れ
た
の
が

「
分
水
」
で
、
天
明
4
年
（
一
七
八
四
）
に
作

成
さ
れ
た
「
関
村
絵
図
」
　
（
井
口
敏
氏
所
蔵
）
に

は
、
千
川
上
水
か
ら
「
溜
井
」
　
（
現
・
練
馬
区
立

武
蔵
関
公
園
の
富
士
見
池
）
ま
で
横
一
線
に
結

ば
れ
た
関
村
分
水
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

絵
図
か
ら
、
当
時
の
関
村
分
水
は
三
郡
橋
付
近

か
ら
取
水
さ
れ
、
現
在
の
武
蔵
関
公
園
富
士
見

池
付
近
の
石
神
井
川
ま
で
流
れ
て
い
た
こ
と
が

推
測
で
き
ま
す
。

関
村
分
水
跡
を
過
ぎ
る
と
、
千
川
上
水
は
自

動
車
の
往
来
が
頻
繁
な
三
鷹
通
り
に
架
か
る

「
更
新
橋
」
下
を
潜
り
ま
す
。
こ
の
更
新
橋
の

練
馬
区
関
町
南
四
丁
目
寄
り
、
桜
の
老
木
の
傍

ら
に
青
面
金
剛
像
を
祀
っ
た
庚
申
塔
が
あ
り
ま

す
。
『
千
川
上
水
の
今
と
昔
』
（
練
馬
区
古
文
書

研
究
会
編
・
平
成
三
年
発
行
）
に
よ
る
と
、
こ

の
庚
申
塔
は
以
前
は
三
郡
橋
近
く
の
武
蔵
野
市

域
に
置
か
れ
て
い
た
、
と
の
こ
と
で
す
。

千
川
上
水
施
魚
鬼
亡
蔓
供
娘
塔
と
屋
敷
林

更
新
橋
を
過
ぎ
る
と
、
両
岸
の
土
手
に
は
エ

ノ
キ
、
コ
プ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
な
ど
の
比
較
的
樹

齢
が
浅
い
小
中
の
高
木
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
こ

か
ら
「
北
浦
橋
」
　
「
桂
橋
」
を
過
ぎ
、
東
北
浦
橋

に
さ
し
か
か
る
と
、
練
馬
区
側
の
堤
に
、
流
れ

を
背
に
建
つ
石
塔
が
目
に
と
ま
り
ま
す
。
千
川

上
水
で
水
難
死
し
た
人
た
ち
の
霊
を
慰
め
る
た

め
に
、
近
在
の
人
々
が
寄
進
し
て
、
明
治
4
1
年

（
一
九
〇
八
）
3
月
に
建
立
し
た
「
千
川
上
水

施
餓
鬼
（
せ
が
き
）
亡
憂
供
粒
塔
（
ぼ
う
れ
い
く

よ
う
と
う
）
」
（
総
高
1
6
5
竺
最
大
台
石
の
幅

6
0
c
m
／
関
町
南
四
・
2
）
で
す
。
台
石
正
面

に
は
「
右
ハ
田
無
小
金
井
道
」
「
北
ハ
関
青
梅
街

道
々
」
「
左
ハ
吉
祥
寺
停
車
場
井
之
頭
道
」
と

刻
ま
れ
、
昔
は
道
標
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
千
川
上
水

は
時
に
は
〝
魔
の
川
″
の
一
面
を
見
せ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
先
の
「
吉
祥
寺
橋
」
か
ら
、
青
梅
街
道

と
交
差
す
る
「
伊
勢
（
殿
）
橋
」
ま
で
の
約
1
・

2

加
が
、
「
清
流
の
復
活
」
区
間
中
で
最
も
創
設
当

時
の
面
影
を
色
濃
く
残
す
区
間
で
す
。
立
野
町

側
に
屋
敷
森
が
鬱
蒼
（
う
つ
そ
う
）
と
繁
り
、
緑

陰
か
ら
響
い
て
く
る
瀬
音
を
耳
に
、
春
秋
に
は

四
万
株
の
キ
ャ
ベ
ツ
で
覆
わ
れ
る
畑
の
傍
ら
を

歩
む
と
、
一
瞬
、
時
間
が
逆
行
し
た
錯
覚
に
襲

わ
れ
ま
す
。
こ
の
屋
敷
森
と
キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
所

有
者
で
、
立
野
町
3
7
・
6
に
住
む
井
口
利
一
氏

に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

「
え
え
、
昔
は
き
れ
い
な
川
で
し
た
。
川
底
か

ら
砂
金
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
川

番
が
下
流
か
ら
定
期
的
に
自
転
車
で
巡
回
に
や

っ
て
来
て
、
私
た
ち
が
川
で
遊
ん
で
い
る
と
、

水
が
汚
れ
る
と
い
っ
て
よ
く
叱
ら
れ
た
も
の
で

す
。
溺
死
す
る
人
も
多
か
っ
た
。
で
す
か
ら
あ

の
供
養
塔
（
千
川
上
水
施
餓
鬼
亡
塞
供
叛
塔
）

を
し
じ
ゅ
う
掃
除
し
た
り
、
線
香
を
あ
げ
た
り

し
て
い
る
ん
で
す
…
…
」

井
口
家
を
過
ぎ
る
と
、
千
川
上
水
は
立
野
町
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3
8
付
近
で
唐
突
に
暗
渠
と
な
り
、
8
0
m
余
先

の
石
神
井
西
中
学
校
前
で
開
渠
、
次
い
で
ま
た

延
長
1
4
0
m
余
の
「
千
川
緑
地
」
の
暗
渠
と
な
り

ま
す
。
「
千
川
上
水
年
度
別
埋
管
工
事
施
工
状

況
図
」
　
（
練
馬
区
教
育
委
員
会
発
行
『
練
馬
の
水

系
』
）
に
よ
る
と
、
暗
渠
と
な
っ
た
の
は
昭
和
3
3

年
（
一
九
五
八
）
か
ら
3
4
年
二
九
五
九
）
に

か
け
て
で
す
。

堀
割
風
景
と
伊
勢
（
殿
）
梼
界
隈

堀割風景

車
の
往
来

が
激
⊥
い
吉

祥
寺
通
り
と

交
差
す
る

「
千
川
橋

跡
」
　
の
横
断

歩
道
を
渡
る

と
、
ま
た
閑

静
な
風
景
が

開
け
ま
す
。

「
田
中
橋
」
を
過

ぎ
「
久
山
（
き
ゆ
う
や
ま
）
橋
」
　
に
さ
し
か
か
る

と
、
左
側
に
尾
崎
家
の
キ
ャ
ベ
ツ
畑
が
広
が
り

ま
す
。
こ
こ
か
ら
下
流
の
　
「
竹
下
橋
」
ま
で
の

両
岸
は
堀
割
の
ま
ま
の
形
状
で
、
三
百
余
年
前
、

開
削
直
後
の
千
川
上
水
の
風
景
も
こ
う
で
あ
っ

た
ろ
う
と
、
ふ
と
想
像
力
を
か
き
た
て
ら
れ
ま

す
。尾

崎
家
現
当
主
の
尾
崎
〓
氏
に
よ
る
と
、

「
少
し
前
こ
の
辺
に
、
蛍
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、

エ
サ
の
カ
ワ
ニ
ナ
を
放
流
し
た
り
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
、
人
工
養
殖
は
失
敗
で

し
た
」
　
と
の
こ
と
で
す
。

開
渠
区
間
の
終
点
が
、
こ
の
先
の
青
梅
街
道

と
交
差
す
る
「
伊
勢
　
（
殿
）
　
橋
」
　
で
す
。
取
水

口
か
ら
5
加
、
か
つ
て
の
小
名
は
「
出
店
（
で
だ

な
）
」
。
正
徳
末
（
一
七
一
〇
年
代
半
ば
）
　
に
作

成
さ
れ
た
「
正
徳
末
頃
ノ
上
水
図
」
　
（
千
川
蓄
蔵

氏
所
蔵
）
　
に
は
こ
の
地
点
に
「
水
番
」
と
い
う

文
字
が
記
入
さ
れ
、
天
保
5
年
（
一
八
三
四
）

刊
の
『
武
蔵
国
多
摩
郡
御
嶽
山
道
中
記
・
御
嶽

菅
笠
（
み
た
け
す
げ
が
さ
）
』
に
は
、
千
川
上
水

を
挟
ん
で
「
水
番
所
」
と
「
二
八
そ
ば
屋
」
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
痕
跡
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
こ
こ
に
「
水
番
所
」
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

ま
た
、
前
出
『
千
川
上
水
路
図
解
説
』
な
ど

の
文
献
に
は
、
こ
の
地
点
に
、
上
井
草
村
、
下

井
草
村
、
天
沼
村
、
阿
佐
ヶ
谷
村
、
荻
久
保
村
、

鷺
宮
村
の
六
か
村
に
用
水
を
引
い
た
「
多
摩
郡

六
ケ
村
分
水
」
　
口
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い

ま
す
。
前
出
の
尾
崎
氏
は
　
「
私
が
憶
え
て
い
る

分
水
跡
は
、
伊
勢
橋
か
ら
荻
窪
方
向
に
向
か
っ

て
青
梅
街
道
の
右
側
を
平
行
し
て
堀
が
掘
ら
れ
、

竹
下
稲
荷
神
社
あ
た
り
で
右
に
折
れ
善
福
寺
方

向
へ
向
か
っ
て
い
ま
し
た
」
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
前
出
『
千
川
上
水
』
に
は
、
「
（
同
分
水

は
交
差
点
か
ら
）
略
々
青
梅
街
道
に
平
行
し
て

走
っ
て
を
り
古
い
石
橋
も
見
ら
れ
る
が
、
二
百

米
程
行
く
と
詞
が
あ
り
、
こ
～
の
前
か
ら
は

た
ゞ
形
ば
か
り
の
溝
で
、
幅
も
狭
く
、
昔
の
面

影
は
見
ら
れ
な
い
（
後
略
）
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

尾
崎
証
言
と
一
致
し
ま
す
。
こ
の
「
分
水
」
は

伊
勢
（
殿
）
橋
付
近
か
ら
青
梅
街
道
に
平
行
し

て
流
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
確
認
で
き
ま

し
た
。

現
在
、
千
川
上
水
に
放
流
さ
れ
て
い
る
日
量

一
万
。
m
の
再
生
水
は
、
こ
こ
伊
勢
（
殿
）
橋
で

杉
並
区
善
福
寺
方
面
へ
通
じ
る
導
水
管
へ
七
千

3
m
、
残
る
三
千
3
m
は
青
梅
街
道
の
路
面
下
を
潜

り
「
練
馬
区
立
千
川
上
水
緑
道
」
方
向
の
暗
渠

へ
導
か
れ
て
い
ま
す
。

千
川
上
水
縁
道
と
田
中
水
車
ほ
か

千
川
通
り
と
平
行
し
て
4
0
0
m
ほ
ど
続
く
「
練

馬
区
立
千
川
上
水
緑
道
」
の
右
側
で
、
現
在
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
新
店
舗
建
築
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
元
住
人
に
よ
る

と
「
千
川
通
り
の
拡
幅
計
画
も
進
行
中
」
と
か
。

近
い
将
来
、
こ
の
界
隈
の
風
景
が
大
き
く
変
わ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
緑
道
か
ら
先
は
、
暗
渠
と
な
り
ま
す
の

で
、
文
献
で
往
時
の
千
川
上
水
を
偲
ぶ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
「
立
野
橋
は
、
上
石
神
井
駅
に
通
ず

る
道
筋
に
当
る
が
、
橋
辺
に
宝
永
元
年
（
一
七

〇
四
）
の
庚
申
塔
が
あ
る
」
「
昭
和
七
年
に
出
来

た
筋
違
橋
か
ら
、
川
は
道
の
左
か
ら
右
に
移
る
。

岸
は
低
く
、
流
も
緩
や
か
で
あ
る
」
－
前
出

『
千
川
上
水
』
の
記
述
で
す
。
こ
の
庚
申
塔
は

同
じ
位
置
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
立

野
橋
」
は
交
差
点
の
標
識
に
の
み
名
を
留
め
、

「
筋
違
（
す
じ
か
い
）
橋
」
は
歩
道
の
幅
の
変
化

な
ど
に
面
影
を
残
し
て
は
い
て
も
、
地
名
と
し

て
は
名
を
留
め
て
い
ま
せ
ん
。

少
し
進
む
と
、
左
側
に
「
練
馬
区
立
上
石
千

川
児
童
公
園
」
が
あ
り
、
大
き
な
水
車
の
形
を

し
た
遊
具
が
目
を
引
き
ま
す
。
か
つ
て
こ
の
地

に
あ
っ
て
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
4
4
年
二
九

六
九
）
年
ま
で
稼
働
し
て
い
た
「
田
中
［
（
観
音

山
（
か
ん
の
ん
や
ま
）
）
水
車
」
を
か
た
ど
っ
た

も
の
で
す
。
田
中
水
車
は
七
馬
力
、
杵
数
4

3
本
、

常
時
半
数
を
稼
働
さ
せ
る
と
一
日
約
一
二
一
ト

ン
の
製
粉
能
力
が
あ
り
ま
し
た
　
（
『
練
馬
の
産

業
』
練
馬
区
教
育
委
員
会
編
）
。

公
園
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
一
階
に
あ
る
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
駐
車
場
の
傍
ら
に
、
か
つ

て
田
中
水
車
で
用
い
て
い
た
石
製
の
つ
き
臼
が

二
基
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
一
基
は
植

木
鉢
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
は

少
し
驚
き
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

す
ぐ
先
に
、
「
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
の
庚
申

塔
」
　
の
詞
が
あ
り
ま
す
。

千
川
通
り
左
側
の
歩
道
は
徐
々
に
車
道
と
の

段
差
が
開
き
、
西
武
新
宿
線
上
石
神
井
車
両
基

地
南
側
付
近
で
は
優
に
1
m
を
超
し
ま
す
。
伊

勢
（
殿
）
橋
か
ら
両
岸
に
土
手
を
築
き
、
「
築
樋

（
つ
き
ど
い
）
」
　
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
歩
道
に

し
た
た
め
の
段
差
で
す
。
『
千
川
上
水
探
訪
マ

ッ
プ
』
（
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
編
）
で
は
「
（
築

樋
は
）
妙
正
寺
川
に
続
く
谷
が
こ
の
付
近
に
入

り
込
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
を
ま
た
ぐ
た
め
に

築
か
れ
た
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

千
川
通
り
は
、
上
井
草
駅
西
踏
切
の
手
前
で

練
馬
区
主
要
区
道
4
8
号
線
と
T
字
に
交
差
し
、

踏
切
を
越
え
ま
す
。
暗
渠
下
を
流
れ
て
き
た
千

川
上
水
の
水
流
は
、
こ
の
踏
切
の
手
前
で
一
瞬

姿
を
現
し
ま
す
。
そ
し
て
S
字
状
に
流
れ
下
り
、

西
武
新
宿
線
に
架
か
る
鉄
橋
「
千
川
上
水
橋
梁
」

の
下
を
潜
り
ま
す
。

』
中
流
編

（
西
武
新
宿
線
交
差
～
江
古
田
二
又
交
差
点
）

中
流
区
間
は
、
標
高
差
約
1
2
m
（
上
井
草
5
0

m
～
江
古
田
3
8
m
）
の
ゆ
る
や
か
な
流
れ
で
す
。

3
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昭
和
2
6
年
（
一
九
五
一
）
か
ら
昭
和
4
1
年
（
一

九
六
六
）
　
に
か
け
て
暗
渠
・
地
下
埋
管
さ
れ
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
区
間
が
多
い
こ
と
が
特
徴

で
す
。開

藁
部
分
か
ら
富
士
見
台
駅
南
口
付
近
ま
で

千川上水橋梁

西
武
新

宿
線
上
井

草
駅
の
西

方
二
つ
目

の
踏
切
付

近
に
、
中

流
区
間
で

唯
一
の
開

渠
部
分
が

あ
り
ま
す
。

第60号　ねりまの文化財（千川上水特集号）

西
方
の
上
流
か

ら
き
た
千
川
の
暗
渠
は
、
踏
切
南
側
の
井
草
通

り
東
脇
で
顔
を
出
し
、
結
構
き
れ
い
な
水
が
流

れ
出
し
て
い
ま
す
。
通
水
量
は
1
日
約
三
千
－

で
す
。
す
ぐ
北
東
に
向
き
を
変
え
て
線
路
を
く

ぐ
り
、
千
川
通
り
の
下
で
再
び
暗
渠
に
な
っ
て

見
え
な
く
な
り
ま
す
。
暗
渠
は
、
直
径
1
m
X

長
さ
2
～
3
m
の
ヒ
ュ
ー
ム
管
を
つ
な
い
だ
も

の
で
、
6
0
～
7
0
m
お
き
に
点
検
や
清
掃
の
た

め
に
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。
開
渠

区
間
は
全
長
4
0
m
ほ
ど
で
、
川
幅
は
約
5
m
で

す
。
鉄
道
建
設
の
と
き
、
橋
梁
を
短
く
す
る
た

め
に
、
線
路
と
交
差
す
る
部
分
の
流
路
の
角
度

が
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
鉄
橋
が
千
川
上
水

橋
梁
で
す
。

千
川
通
り
を
斜
め
に
横
断
し
た
流
路
は
、
道

路
北
側
の
ほ
ぼ
歩
道
部
分
を
通
っ
て
い
ま
す
。

千
川
南
側
の
下
石
神
井
四
1
2
8
に
は
、
馬
頭
観

世
音
像
が
建
っ
て
い
ま
す
。
次
の
信
号
か
ら
八

成
橋
ま
で
は
、
千
川
通
り
が
練
馬
と
杉
並
の
区

境
で
す
。
上
井
草
駅
の
北
方
に
は
、
鬱
蒼
と
茂

る
志
村
家
の
屋
敷
林
（
井
草
五
－
5
）
が
続
き
ま

す
。2

0
0
m
ほ
ど
東
進
す
る
と
、
ち
ひ
ろ
美
術
館
の

案
内
看
板
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の
付
近
の
千

川
北
側
が
東
京
同
潤
社
糸
線
器
械
工
場
跡
で
す
。

下
石
神
井
四
1
1
0
の
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
と
植
木

畑
が
工
場
建
物
の
中
心
地
で
し
た
。
同
四
・
9
の

畑
と
運
輸
会
社
の
営
業
所
付
近
ま
で
工
場
敷
地

が
続
き
、
約
千
坪
（
約
三
千
三
百
2
m
）
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
間
の
道
路
は
後
に
通
さ

れ
た
も
の
で
す
。
同
社
は
、
明
治
1
0
年
代
に
興

就
社
（
石
神
井
台
一
・
1

5
）
と
前
後
し
て
誕
生

し
た
民
間
製
糸
工
場
で
、
短
期
間
の
操
業
と
は

い
え
近
隣
の
養
蚕
農
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
よ
う
で
す
。
糸
を
晒
す
と
き
な
ど
多
量
に
水

を
使
用
す
る
製
糸
工
場
の
た
め
、
興
就
社
が
大

半
を
地
下
水
に
頼
っ
た
の
に
比
べ
、
好
立
地
を

活
か
し
千
川
上
水
か
ら
の
分
水
で
ま
か
な
っ
た

そ
う
で
す
（
「
千
川
上
水
と
製
糸
工
場
同
潤
社
」

『
千
川
上
水
の
今
と
昔
』
（
前
出
）
）
。

千
川
通
り
が
新
青
梅
街
道
と
交
差
す
る
井
草

四
丁
目
交
差
点
北
東
角
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト

ラ
ン
前
（
下
石
神
井
二
・
3
）
に
、
東
京
都
の

河
界
標
識
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
付
近

に
6
カ
所
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
4
0
年
二

九
六
五
）
頃
、
こ
の
あ
た
り
の
暗
渠
工
事
の
後

に
埋
め
ら
れ
た
標
識
で
、
千
川
上
水
の
北
岸
ま

た
は
土
手
の
端
の
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
、
小

さ
い
な
が
ら
貴
重
で
す
。

住
宅
展
示
場
を
過
ぎ
る
と
、
集
合
住
宅
（
下

石
神
井
∵
8
）
敷
地
内
に
、
庚
申
塔
（
元
禄

9
年
二
六
九
六
）
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
別

の
場
所
（
下
石
神
井
一
t
6
）
に
あ
っ
た
も
の

が
移
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
下
流
の
千
川
通
り
と
環
八
通
り
が
交

差
す
る
地
点
が
、
平
成
1
1
年
二
九
九
七
）
4

月
に
開
通
し
た
井
荻
ト
ン
ネ
ル
建
設
時
の
流
路

変
更
地
点
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
が
車
道
内
の
1
個

か
ら
歩
道
部
分
の
2
個
へ
と
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
八
通
り
の
1
本
東
の
信
号
が
旧
早
稲
田
通

り
八
成
（
は
ち
な
り
）
橋
交
差
点
で
す
。
こ
こ
に

石
造
の
八
成
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
橋
名

は
バ
ス
停
に
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
近
く
の

駐
車
場
隅
で
散
見
さ
れ
る
石
材
の
破
片
は
、
橋

の
構
造
物
の
一
部
と
い
わ
れ
ま
す
。

八
成
橋
交
差
点
の
北
東
角
の
駐
車
場
の
東
側

に
八
成
（
斎
藤
）
水
車
跡
（
南
田
中
一
・
2
2
）

が
あ
り
ま
す
。
水
車
小
屋
が
建
っ
て
い
た
の
は
、

千
川
北
側
の
斎
藤
家
の
北
西
隅
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
現
・
環
八
通
り
交
差
点
付
近
の
分
水
口
か

ら
、
現
在
、
斎
藤
家
一
族
の
2
軒
の
家
（
南
田

中
一
・
2
1
）
が
建
っ
て
い
る
地
所
の
北
側
に
回

し
堀
を
設
け
て
水
車
を
稼
動
さ
せ
た
後
、
ト
ン

．
ネ
ル
で
千
川
上
水
に
戻
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
千

川
沿
い
の
練
馬
区
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
4
基

の
水
車
の
中
の
1
基
で
、
水
車
の
歯
車
、
石
臼

な
ど
が
斎
藤
家
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
成
橋
か
ら
富
士
見
台
一
丁
目
ま
で
の
間
は
、

千
川
南
側
も
練
馬
区
で
す
。
八
成
橋
か
ら
約
1
5

0

m
東
の
と
こ
ろ
が
三
兵
橋
の
か
か
っ
て
い
た
地

点
で
、
交
差
す
る
一
方
通
行
路
が
長
命
寺
道
で

す
。
こ
こ
の
千
川
北
側
に
「
右
長
命
寺
道
」
道

標
が
建
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
交
差
点
の
北
東

橋

通

角
（
南
田
中
T
1
5
）
に
西
向
き
で
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
以
前
は
小
道
の
西
側
に
東
向
き

で
建
っ
て
い
ま
し
た
（
な
お
、
平
成
1
6
年
現
在
、

工
事
に
伴
い
道
標
は
一
時
的
に
撤
去
し
て
い
ま

す
）
。
下
井
草
方
面
か
ら
北
上
し
て
三
兵
橋
を
渡

り
東
高
野
山
長
命
寺
（
高
野
台
三
・
1
0
）
に
至
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る
参
詣
の
道
が
長
命
寺
道
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
千
川
南
側
に
は
育
英

工
業
高
専
（
平
成
1
7
年
4
月
移
転
予
定
）
の
独

特
の
色
彩
で
描
か
れ
た
約
3
5
0
m
に
及
ぶ
長
い

塀
が
続
き
ま
す
。

さ
ら
に
東
進
す
る
と
、
千
川
北
側
の
富
士
見

台
丁
7
と
5
の
間
に
水
路
敷
跡
ら
し
き
細
い

道
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
北
に
た
ど
る
と
都
営

住
宅
（
富
士
見
台
二
・
1
3
）
付
近
に
あ
っ
た
池

に
達
し
、
そ
の
他
か
ら
流
れ
出
た
水
を
導
く
た

め
の
水
路
は
西
武
池
袋
線
を
越
え
最
後
は
旧
貫

井
川
に
注
ぐ
小
川
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
埋
め
ら
れ
て
跡
形
の
な
い
こ
の
水
路
は
、

地
元
で
「
は
り
つ
こ
」
と
も
通
称
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
分
水
記
録
に
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
。
千
川
上
水
か
ら
旧
池
ま
で
の
間
は
、
洪
水

時
の
溢
水
を
排
水
す
る
“
悪
水
堀
”
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

少
し
下
流
の
都
営
富
士
見
台
一
丁
目
ア
パ
ー

ト
1
号
棟
（
富
士
見
台
一
・
4
）
付
近
が
、
鴨

下
（
旧
渡
辺
）
水
車
跡
の
推
定
地
で
、
千
川
児

童
遊
園
付
近
と
す
る
文
献
（
「
豊
島
区
地
域
地
図

第
六
集
」
（
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
）
な
ど
）
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
元
の
方
に
よ
る
と
、

も
う
少
し
下
流
地
点
の
1
号
棟
東
端
の
電
話
ボ

ッ
ク
ス
あ
た
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
正
9
年

（
一
九
二
〇
）
に
田
柄
用
水
沿
い
の
三
原
台
に

移
転
し
た
後
も
、
昭
和
初
期
ま
で
水
車
小
屋
の

土
台
や
水
路
跡
が
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
先
で
千
川
は
中
野
区
内
を
通
り
ま
す
。

西
武
池
袋
線
富
士
見
台
駅
入
口
交
差
点
の
現
五

差
路
上
が
九
頭
龍
（
く
ず
り
ゆ
う
）
橋
跡
で
す
。

石
神
井
方
面
と
練
馬
方
面
を
結
ぶ
重
要
な
石
造

の
橋
で
し
た
。
付
近
に
、
今
は
中
村
北
四
・
1
2

に
移
設
さ
れ
た
九
頭
龍
弁
財
天
が
祀
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
暗
渠
工
事
の
際
に
約
1

0
0
m
上
流

か
ら
道
路
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
流

路
が
北
側
の
現
・
歩
道
部
分
に
移
さ
れ
て
い
ま

す
。
千
川
中
流
部
の
暗
渠
化
完
了
時
期
は
昭
和

4
1
年
（
一
九
六
六
）
頃
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
八

成
橋
か
ら
九
頭
龍
橋
の
間
の
千
川
沿
い
に
は
細

い
道
し
か
な
く
、
北
側
の
都
道
が
主
要
道
路
で

し
た
。
こ
の
道
は
、
沿
道
の
富
士
見
台
二
・
1
4

に
庚
申
塔
（
亨
保
1
5
年
二
七
三
〇
）
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
庚
申
道
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

富
士
見
台
駅
付
近
か
ら
目
白
通
交
差
点
ま
で

富
士
見
台
駅
入
口
か
ら
東
に
向
か
う
と
、
千

川
通
り
と
富
士
見
台
通
り
の
合
流
地
点
（
貫
井

丁
4
3
）
付
近
か
ら
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
始
ま

り
ま
す
。
こ
の
付
近
は
昭
和
3
1
年
二
九
五
六
）

に
暗
渠
化
さ
れ
、
同
時
に
整
備
さ
れ
た
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
ほ
ぼ
下
を
千
川
が
東
へ
流
れ
て
い

ま
す
。
中
村
北
四
・
1
2
付
近
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
上
に
は
、
前
述
の
九
頭
龍
弁
財
天
ほ
か
5
体

の
石
造
物
が
集
め
ら
れ
、
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

堂
宇
敷
地
に
は
九
頭
龍
弁
財
天
等
の
由
来
が
記

さ
れ
た
石
碑
（
昭
和
4
9
年
二
九
七
四
）
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
辺
か
ら
始
ま
る
桜
並

木
は
、
毎
春
多
く
の
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

3
00
m
ほ
ど
で
中
村
橋
跡
で
す
。
現
・
中
村
橋

交
番
（
中
村
北
四
－
2
）
付
近
の
千
川
上
水
に
か

か
っ
て
い
た
橋
で
、
大
正
1

3
年
二
九
二
四
）

に
開
業
し
た
駅
の
名
前
に
橋
名
が
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
中
村
橋
駅
を
出
て
北
に
2
0
0
m
ほ
ど
歩
く

と
、
貫
井
丁
6
の
三
差
路
の
角
に
庚
申
塔
（
宝

暦
2
年
二
七
五
二
）
と
灯
篭
（
文
化
1
0
年
・

一
八
一
三
）
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
初
は

現
在
地
よ
り
西
方
の
上
練
馬
村
と
中
村
の
村
境

（
貫
井
丁
3

8
）
に
あ
り
ま
し
た
が
、
大
正
4

年
（
一
九
一
五
）
、
武
蔵
野
鉄
道
（
現
西
武
池
袋

線
）
の
開
通
に
よ
り
現
在
地
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

中
村
北
三
丁
目
交
差
点
付
近
に
、
中
村
分
水

口
跡
が
あ
り
ま
す
。
新
堀
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の

分
水
は
マ
ン
シ
ョ
ン
（
中
村
北
三
－
9
）
と
金
物

屋
（
中
村
北
三
－
3
）
の
間
を
南
下
し
、
昭
和
8

年
（
一
九
三
三
）
か
ら
1
6
年
の
間
に
行
わ
れ
た

区
画
整
理
前
ま
で
は
道
路
の
西
側
を
蛇
行
し
た

の
ち
南
東
に
向
き
を
変
え
、
酉
貝
宅
前
の
角
地

（
中
村
三
t
l
）
に
あ
る
大
山
不
動
（
明
王
）

と
稲
荷
（
社
）
と
の
間
を
流
れ
て
い
ま
し
た
。

垢
離
と
り
不
動
と
も
言
わ
れ
た
こ
の
大
山
不
動

は
、
現
在
地
に
は
暗
渠
工
事
の
行
わ
れ
た
昭
和

3
1
年
（
一
九
五
六
）
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
西
貝

氏
に
よ
れ
ば
5
0
年
間
程
、
分
水
口
付
近
の
千
川

南
岸
、
現
・
中
村
不
動
の
1
0
m
ほ
ど
南
西
の
歩

道
付
近
に
建
て
ら
れ
、
請
負
の
雨
乞
い
行
事
の

水
垢
離
場
と
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

分
水
口
の
少
し
東
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
上
に

金
属
製
の
中
村
不
動
（
明
王
）
を
祀
っ
た
堂
字

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
進
む
と
千
川
南
に
材
木

店
（
中
村
北
二
－
1
9
）
の
堂
々
た
る
昭
和
初
期

の
商
店
建
築
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
あ

た
り
で
千
川
上
水
は
、
明
治
1
3
年
（
一
八
八
〇
）

測
量
図
で
は
蛇
行
し
て
い
た
も
の
が
、
そ
の
後
、

直
線
的
に
流
路
変
更
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

中
村
二
I
1
9
の
東
角
の
庚
申
塔
（
安
政
1
2

年
二
八
〇
〇
）
は
現
在
所
在
地
未
確
認
で
す

が
、
南
蔵
院
に
移
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

千
川
通
り
と
目
白
通
り
が
交
差
す
る
直
前
の

千
川
南
側
、
マ
ン
シ
ョ
ン
（
中
村
北
一
・
2
）
一
と

駐
車
場
（
豊
玉
北
六
1
1
9
）
の
間
に
、
中
新
井

村
分
水
（
上
新
街
分
）
跡
の
水
路
敷
が
あ
り
ま

す
。
旧
・
中
新
井
村
へ
の
3
本
の
分
水
の
う
ち

最
上
流
部
に
位
置
し
、
最
大
水
量
を
供
給
し
て

い
ま
し
た
。
旧
村
境
を
南
下
し
、
学
田
公
園
付

近
に
あ
っ
た
池
を
経
て
中
新
井
川
へ
注
い
で
い

ま
し
た
。

こ
の
付
近
は
低
地
で
水
に
ま
つ
わ
る
事
故
が

頻
発
し
た
こ
と
も
あ
り
、
川
施
餓
鬼
供
養
塔
（
明

治
15
年
二
八
八
二
、
水
車
経
営
者
・
矢
島
弥

平
次
の
刻
名
）
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
3
1
年
二
九
五
六
）
、
暗
渠
化
時
に
、
近

く
に
あ
っ
た
「
左
中
村
南
蔵
院
」
の
道
標
を
兼

ね
た
笠
付
地
蔵
（
破
風
屋
根
付
角
柱
地
蔵
）
と

一
緒
に
南
蔵
院
（
中
村
T
1

5
）
に
移
さ
れ
て

い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
こ
こ
で
一
段
落

で
す
。
道
路
北
側
を
流
れ
て
き
た
千
川
上
水
は
、

清
戸
道
（
現
・
目
白
通
り
～
千
川
通
り
）
と
合

す
る
と
、
南
側
に
移
り
ま
す
。
水
死
し
た
子
供

た
ち
の
供
養
の
た
め
の
日
川
地
蔵
（
昭
和
1

5
年

頃
二
九
四
〇
）
は
、
元
々
は
豊
玉
北
六
－
1
4
付

近
の
千
川
北
岸
に
あ
り
ま
し
た
が
、
暗
渠
工
事

と
道
路
拡
幅
に
と
も
な
い
現
在
の
千
川
通
り
北

側
（
現
・
マ
ン
シ
ョ
ン
前
、
練
馬
三
－
1
）
に
移
、

さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
6
1
年
（
一
九
八
六
）
、
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
時
に
南
蔵
院
へ
再
移
許
さ
れ
ま

し
た
。

少
し
下
流
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
豊
玉

北
六
・
1
3
）
前
あ
た
り
が
、
石
神
井
川
揚
水
路
－

合
流
点
で
し
た
。
千
川
通
り
の
向
か
い
側
、
j

も
の
店
（
練
馬
一
一
6
）
と
洋
服
店
（
同
一
・
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7
）
の
間
を
北
西
に
向
う
小
路
が
揚
水
路
跡
で

す
。
こ
れ
は
昭
和
1
0
年
（
一
九
三
五
）
に
設
置

さ
れ
た
揚
水
路
で
、
下
流
の
工
業
用
水
と
し
て

の
千
川
の
水
量
不
足
を
補
う
た
め
に
、
石
神
井

川
の
水
を
ポ
ン
プ
で
汲
み
上
げ
て
千
川
に
引
き

入
れ
増
水
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
「
戦
時

中
揚
水
路
」
と
記
し
た
資
料
（
「
水
車
分
布
之
図
」

『
田
柄
用
水
を
た
ず
ね
て
』
一
九
七
七
練
馬
区

社
会
科
部
臨
時
見
学
会
資
料
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
付
近
か
ら
は
練
馬
駅
前
の
繁
華
街
が
続

き
ま
す
。
千
川
南
側
の
ビ
ル
（
豊
玉
北
五
－
1
9
）

と
向
か
い
の
ビ
ル
（
豊
玉
北
五
－
3
2
）
の
間
を

北
上
し
て
き
た
新
井
薬
師
道
が
、
千
川
通
り
に

斜
め
に
交
差
し
ま
す
。
こ
の
道
は
、
清
戸
道
や

北
西
の
練
馬
城
跡
（
と
し
ま
固
）
方
面
か
ら
新

井
薬
師
寺
（
中
野
区
新
井
五
－
1
）
に
向
か
う
信

仰
の
道
で
あ
っ
た
ほ
か
、
四
谷
方
面
と
大
泉
方

面
を
結
ぶ
古
道
の
一
部
で
し
た
。

5
0
m
ほ
ど
下
流
の
千
川
通
り
南
側
の
ビ
ル

（
豊
玉
北
五
－
19
）
か
ら
北
側
の
木
材
店
（
練

馬
T
5
）
に
向
か
っ
て
、
千
川
上
水
は
南
西
か

ら
北
東
へ
斜
め
に
道
路
を
横
断
し
、
こ
こ
に
筋

違
（
す
じ
か
い
）
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
橋

の
た
も
と
に
あ
っ
た
橋
供
養
正
（
聖
）
観
音
（
安

永
3
年
二
七
七
四
）
は
、
橋
の
竣
工
と
人
馬

の
延
命
を
祈
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

2
8
年
（
一
九
五
三
）
の
暗
渠
化
の
際
に
東
神
社

（
豊
玉
北
五
I
1
8
）
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。

綾
馬
駅
付
近
か
ら
江
古
田
駅
付
近
へ

練
馬
駅
南
口
か
ら
東
に
向
か
う
と
、
練
馬
消

防
署
前
交
差
点
の
東
側
、
千
川
通
り
の
南
側
（
豊

玉
上
ニ
ー
2
7
付
近
）
が
、
練
馬
区
内
の
千
川
沿

い
に
あ
っ
た
四
基
の
水
車
の
う
ち
最
下
流
部
に

位
置
し
た
矢
島
水
車
跡
の
推
定
地
で
す
。
筋
違

橋
の
た
も
と
か
ら
回
し
堀
を
設
け
、
現
在
の
消

防
署
と
警
察
署
の
間
を
引
水
し
水
車
を
回
し
て

い
た
ほ
か
、
余
水
の
一
部
を
南
方
の
豊
玉
中
三

丁
目
方
面
に
引
い
て
現
・
練
馬
郵
便
局
南
方
に

あ
っ
た
池
か
ら
流
れ
出
て
い
た
小
川
に
つ
な
ぎ
、

濯
漑
用
水
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

練
馬
消
防
署
前
交
差
点
の
東
か
ら
復
活
し
た

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
上
（
桜
台
四
t
2
1
付
近
）
に
、

清
戸
道
と
千
川
上
水
の
説
明
板
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
付
近
が
武
蔵
高
等
学
校
編
『
千
川
上
水
』

（
前
出
）
に
記
さ
れ
て
い
る
練
馬
宿
の
東
端
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

現
・
桜
台
駅
前
交
差
点
の
丸
山
道
（
桜
台
通

り
）
が
千
川
を
渡
る
と
こ
ろ
に
は
、
三
枚
の
石

を
渡
し
た
三
枚
橋
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
わ
ず
か
下
流
の
千
川
南
側
、
果
物
店
（
豊
玉

上
二
・
2
0
）
と
喫
茶
店
（
同
二
・
1
5
）
の
間

に
、
中
新
井
村
分
水
（
下
新
街
分
）
跡
が
あ
り
、

豊
玉
第
二
小
学
校
の
北
側
ま
で
、
現
在
も
水
路

敦
が
残
っ
て
い
ま
す
。
桜
台
駅
南
口
信
号
付
近

の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
上
に
は
、
千
川
通
り
に
桜

を
植
え
る
会
に
よ
っ
て
昭
和
6
2
年
二
九
八

七
）
に
建
て
ら
れ
た
桜
の
碑
（
桜
台
一
・
4
）

が
あ
り
ま
す
。
暗
渠
化
後
に
再
び
植
樹
さ
れ
復

活
し
た
桜
並
木
の
記
念
碑
で
す
。
千
川
通
り
か

ら
わ
ず
か
1
0
0
m
ほ
ど
北
側
の
マ
ン
シ
ョ
ン
（
桜

台
一
・
1
2
）
の
北
東
角
に
は
、
年
代
不
明
の
馬

頭
観
世
音
像
が
あ
り
ま
す
。

環
七
通
り
桜
台
陸
橋
下
の
西
側
の
側
道
が
、

下
練
馬
村
分
水
跡
で
す
。
羽
沢
分
水
と
も
呼
ば

れ
、
北
上
し
て
羽
沢
三
丁
目
付
近
で
石
神
井
川

に
注
い
で
い
ま
し
た
。
付
近
の
住
民
の
方
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、
西
武
池
袋
線
を
渡
っ
て
1
本
目

の
道
路
ま
で
は
、
環
七
通
り
の
西
側
の
側
道
が

流
路
、
そ
の
先
は
旧
・
下
練
馬
村
方
面
へ
向
か

う
古
い
道
の
東
側
に
沿
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代

中
頃
ま
で
ド
プ
川
状
態
な
が
ら
も
水
路
が
残
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
従
来
、
分
水
口
は
栄
町
1

5

付
近
と
す
る
資
料
（
『
千
川
上
水
探
訪
マ
ッ
プ
』

一
九
六
六
豊
島
区
郷
土
資
料
館
）
が
み
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
方
の
話
を
も
と
に
古
地
図
を

精
査
し
た
と
こ
ろ
、
現
・
環
七
通
り
西
側
の
側

道
交
差
点
、
桜
台
一
・
1
付
近
と
し
た
方
が
正

確
だ
と
み
ら
れ
ま
す
。

濯川（武蔵大学構内）

環
七
通
り
か

ら
約
4
0
　
m
東

の
地
点
で
分
水

し
、
武
蔵
大
学

構
内
　
（
豊
玉
上

一
・
2
6
）
を
流

れ
て
い
た
の
が

中
新
井
村
分
水

（
北
新
井
分
）

跡
で
す
。
旧
制

武
蔵
高
校
時
代
に
「
濯
川
（
す
す
ぎ
が
わ
）
」
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
3
5
年
頃
（
一
九
六

〇
）
、
千
川
の
通
水
停
止
に
よ
っ
て
放
置
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
雨
水
な
ど
を
利
用
し
て
循
環

式
の
清
流
を
復
活
さ
せ
、
か
つ
て
の
分
水
の
姿

を
よ
く
と
ど
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
大
学
内

の
武
蔵
学
園
記
念
室
に
は
、
千
川
上
水
に
関
す

る
貴
重
な
資
料
や
「
千
」
　
の
字
が
刻
ま
れ
た
境

界
石
な
ど
の
遺
物
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

武
蔵
大
学
前
の
バ
ス
停
と
正
門
を
過
ぎ
る
と
、

千
川
通
の
北
方
約
5
0
m
に
武
蔵
野
稲
荷
神
社

（
栄
町
1
0
）
が
あ
り
ま
す
。
拝
殿
西
奥
の
本
殿

（
年
代
不
詳
）
が
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
種
々

別
説
が
あ
り
ま
す
が
円
墳
跡
と
も
い
わ
れ
、
そ

の
周
囲
に
一
部
現
存
す
る
周
濠
を
め
ぐ
ら
せ
、

千
川
上
水
か
ら
水
を
引
い
て
い
た
そ
う
で
す
。

再
び
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
戻
る
と
ま
も
な
く

江
古
田
二
又
交
差
点
で
す
。
清
戸
道
と
埼
玉
道

（
高
田
道
）
の
分
岐
点
で
、
現
在
は
バ
ス
停
に

名
を
残
す
の
み
で
五
差
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
差
点
角
の
酒
店
（
旭
町
一
・
7
5
）
前
に
、
千

川
堤
植
桜
楓
碑
（
大
正
4
年
二
九
一
五
）
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
暗
渠
工
事
と
道
路

拡
幅
の
た
め
、
浅
間
神
社
（
小
竹
町
一
・
5
9
）

境
内
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
同
碑
に
は
、
下
練
馬

村
ほ
か
三
力
付
の
有
志
が
、
大
正
天
皇
の
即
位

を
記
念
し
て
千
川
沿
い
約
7
血
に
千
六
百
本

ほ
ど
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
カ
エ
デ
を
植
え
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
道
は
江
古
田
駅
設

置
の
際
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
元
々
は
千
川

通
り
か
ら
北
へ
約
2

0
0
m
に
わ
た
っ
て
続
い
て

い
ま
し
た
。

千
川
上
水
は
、
江
古
田
二
又
の
西
側
か
ら
交

差
点
南
東
側
に
向
か
っ
て
千
川
通
り
を
斜
め
に

く
ぐ
り
、
道
路
南
側
に
移
っ
て
い
ま
し
た
。
現

在
も
都
建
設
局
が
設
置
し
た
通
称
「
亀
の
子
」

印
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
位
置
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
下
流
編

（
江
古
田
二
又
交
差
点
～
千
川
上
水
公
園
）

江
古
田
二
又
交
差
点
よ
り
下
流
区
間
は
、
下

流
に
向
か
え
ば
向
か
う
ほ
ど
暗
渠
化
さ
れ
た
時

期
が
早
い
た
め
、
水
車
を
は
じ
め
開
口
時
の
こ

6
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と
を
知
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
か
つ
て
の
様
子
を
示

す
遺
構
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
又
交
差
点
か
ら
甫
長
崎
交
差
点

水
路
は
こ
こ
で
道
路
の
北
側
か
ら
南
側
に
移

り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
2
0
0
m
ほ
ど
先
の
練
馬
区
立

旭
丘
地
域
集
会
所
（
旭
丘
一
・
5
8
・
1

0
）
の

入
口
に
㊨
印
の
境
界
石
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

江
古
田
二
又
交
差
点
付
近
に
あ
っ
た
も
の
を
平

成
3
年
二
九
九
一
）
に
こ
こ
に
移
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。
さ
ら
に
1

0
0
m
ほ
ど
先
の
旭
丘
丁

3
8
と
4
5
と
の
間
を
西
に
向
か
う
路
地
が
江
古

田
分
水
の
跡
な
の
で
す
が
、
今
は
そ
の
痕
跡
を

留
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
近
く
の
堤
に
は
千
川

子
育
稲
荷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
1

3
年
（
一

九
三
八
）
2
月
に
現
在
の
旭
丘
一
・
3
7
に
移
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
3
5
0
m
先
、
練
馬
区
と
豊
島
区
と
の

区
境
（
旭
丘
一
・
4
と
南
長
崎
六
・
1
0
）
の
細

い
路
地
が
か
つ
て
能
満
寺
方
面
に
流
れ
て
い
た

分
水
の
跡
で
す
。
こ
こ
か
ら
1

0
0
m
ほ
ど
で
南
長

崎
交
差
点
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
で
水
路
は
直
角

に
左
折
し
て
、
北
東
に
向
か
っ
て
流
れ
ま
す
。

現
在
、
交
差
点
角
に
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
が
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
は
こ
こ
に
は
水
番

所
が
あ
り
そ
の
付
近
に
地
蔵
尊
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
地
蔵
尊
は
、
大
正
1
4
年
（
一
九
二
五
）
、

上
水
の
川
ざ
ら
い
の
際
、
付
近
の
川
に
沈
ん
で

い
た
の
を
拾
い
あ
げ
て
祀
っ
た
も
の
だ
と
い
わ

れ
、
現
在
で
は
、
旭
丘
二
丁
目
の
能
満
寺
へ
と

移
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
か
ら
ほ
ぼ
南

東
に
向
か
っ
て
落
合
（
葛
ケ
谷
）
分
水
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
分
水
は
潅
漑
用
の
分
水
で
、
西

落
合
一
・
二
丁
目
を
経
て
、
妙
正
寺
川
ま
で
、

約
2
血
の
分
水
で
し
た
。

甫
長
崎
交
差
点
か
ら
谷
鶴
川
分
水
跡

交
差
点
か
ら
約
2
5
0
m
で
西
武
池
袋
線
の
踏

切
を
渡
り
ま
す
。
こ
の
踏
切
を
越
え
た
と
こ
ろ

か
ら
線
路
に
沿
っ
て
能
満
寺
方
面
に
一
時
分
水

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
先
豊
島
区
立
千
早
中
学
校
の
手
前
が
岩

崎
水
車
跡
で
す
。
現
在
で
は
、
水
道
端
派
出
所

と
中
古
車
販
売
店
の
間
の
路
地
が
水
路
跡
と
思

し
き
痕
跡
を
留
め
て
い
る
の
み
で
す
。
こ
の
付

近
か
ら
水
路
の
両
側
の
土
地
が
次
第
に
低
く
な

り
、
水
路
は
「
築
樋
」
と
な
っ
て
お
り
、
隣
の

車
道
と
の
差
が
1
m
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

千
早
中
学
校
の
向
か
い
側
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
右
側
に
は
、
道
路
面
よ
り
さ
ら
に
＝

m
ほ
ど
低
い
路
地
が
あ
．
り
ま
す
。
こ
れ
が
石
神

井
川
に
流
入
す
る
水
路
で
千
川
上
水
と
立
体
交

差
し
て
い
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。
千
川
上
水
の

水
路
と
こ
の
分
水
跡
の
路
地
は
高
低
差
が
3
m

近
く
あ
り
、
立
体
交
差
の
話
も
う
な
ず
け
ま
す
。

都
立
牛
込
商
業
高
校
の
正
門
を
過
ぎ
る
と
、

水
路
敦
に
は
帯
状
の
ボ
ー
ル
練
習
場
・
児
童
遊

園
が
続
き
ま
す
。
そ
の
間
に
挟
ま
れ
て
庚
申
塔

四
基
が
詞
に
祀
ら
れ
、
香
花
が
供
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
庚
申
塔
は
昭
和
4
3
年
二
九
六
八
）

頃
ま
で
五
基
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
あ
る
日
姿

を
消
し
、
昭
和
5
2
年
（
一
九
七
七
）
3
月
、
練

馬
区
大
泉
町
の
山
林
に
放
置
さ
れ
て
い
た
の
が

発
見
さ
れ
、
こ
の
庚
申
弼
と
と
も
に
昭
和
5
2
年

（
一
九
七
七
）
1
0
月
に
現
在
地
に
安
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
元
の
場
所
よ
り
上
流
・
に
移
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
5
0
m
ほ
ど
先
の
交
差
点
が
元
の

庚
申
橋
で
あ
り
、
豊
島
区
立
千
川
親
水
公
園
の

入
口
あ
た
り
が
庚
申
塔
の
あ
っ
た
場
所
に
な
り

ま
す
。
こ
の
先
、
桜
並
木
の
緑
道
に
続
く
公
園

の
雰
囲
気
は
開
口
時
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。こ

の
緑
道
一
帯
が
終
わ
る
と
、
水
路
は
千
川

管
理
地
と
書
か
れ
た
看
板
が
立
っ
て
い
る
フ
ェ

ン
ス
に
囲
ま
れ
た
中
を
通
り
ま
す
。
フ
エ
シ
ス

の
外
側
に
は
千
川
が
流
れ
て
い
た
当
時
、
橋
板

に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
長
さ
2
・
5
m
ほ

ど
の
石
が
3
枚
無
造
作
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

武
蔵
高
等
学

校
編
『
千
川

上
水
』
　
（
前

出
）
　
の
記
載

で
は
、
こ
の

辺
り
が
釣
堀
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
す
ぐ
横
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、

こ
こ
に
釣
堀
が
あ
っ
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
こ
こ
か
ら
す
ぐ
、
水
路
と
3
6
号
線
と
の

交
差
す
る
辺
り
が
、
千
川
上
水
の
分
水
の
中
で

最
大
の
も
の
で
あ
る
長
崎
分
水
跡
で
す
。
こ
の

分
水
が
谷
端
川
（
旧
小
石
川
）
の
出
発
点
な
の

で
す
が
、
現
在
で
は
、
ビ
ル
や
住
宅
が
並
び
、

そ
の
跡
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
分
水
の
流
れ
に

沿
っ
て
少
し
行
く
と
有
楽
町
線
千
川
駅
で
、
こ

の
辺
り
の
土
地
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
確
認

で
き
ま
す
。

谷
端
川
か
ら
青
山
水
車
跡

水
路
は
3

6
号
線
を
横
断
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と

住
宅
に
挟
ま
れ
た
細
い
路
地
を
進
み
、
そ
の
先

の
六
差
路
を
右
斜
め
、
都
立
板
橋
高
校
の
前
を

す
ぎ
ま
す
。
現
在
、
高
校
前
か
ら
の
水
路
に
は
、

桜
並
木
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
低
木
が
植
え
ら
れ

7
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グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
水
路
を
進
ん
で
い
く
と
五
差
路
に
出
ま

す
。
正
面
に
見
え
る
駐
車
場
の
隅
に
、
電
柱
に

隠
れ
る
よ
う
に
庚
申
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
ま
ま
進
む
と
右
手
に
板
橋
区
立
交
通
公
園
が

あ
り
、
そ
の
3
0
m
ほ
ど
先
の
左
手
、
大
山
西
町

4
4
番
の
民
家
の
生
垣
の
基
礎
部
分
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
に
半
分
以
上
埋
没
し
た
境
界
石
が
㊨

の
マ
ー
ク
を
覗
か
せ
て
い
ま
す
。

水
路
は
細
い
路
地
を
そ
の
ま
ま
進
み
ま
す
が
、

道
路
が
二
又
に
分
か
れ
る
手
前
の
駐
車
場
（
大

山
西
町
4
7
）
の
片
隅
に
も
境
界
石
が
斜
め
に
な

っ
て
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
角
を
水
路
と
別
れ

て
左
に
折
れ
、
2
0
m
ほ
ど
進
む
と
大
山
西
銀
座

商
店
街
に
出
ま
す
。
そ
の
向
い
側
の
一
角
に
『
千

川
上
水
』
（
前
出
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
元
禄
地

蔵
が
建
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
場
所
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

水
路
に
戻
り
、
路
地
を
5
0
m
ほ
ど
直
進
す
る

と
、
大
山
西
町
1
3
番
の
塀
に
突
き
当
た
り
ま
す
。

水
路
は
そ
の
民
家
の
下
を
通
っ
て
い
ま
す
。
迂

回
し
て
進
む
と
児
童
遊
園
が
右
側
に
あ
り
、
そ

の
中
央
部
に
大
き
な
鉄
板
が
二
枚
並
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
鉄
板
が
千
川
の
開
口
部
で
あ
り
、
千

川
上
水
出
張
所
跡
で
す
。
今
で
も
、
第
四
建
設

事
務
所
が
管
理
し
て
お
り
、
担
当
者
が
掃
除
に

来
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
傍
ら
に
弁
天
両

（
地
元
の
人
は
水
神
様
と
言
っ
て
い
る
。
）
が
あ

り
ま
す
。
詞
は
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
て
お
り
、

中
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
商
店
街
で
商
店
を
営
ん
で
い
る
ご
主

人
に
話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
昔
、
こ

の
詞
は
近
く
の
ア
パ
ー
ト
の
裏
手
（
つ
ま
り
、

千
川
が
流
れ
て
い
た
あ
た
り
）
に
位
置
し
て
い

た
が
、
地
元
住
民
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
昭
和

5
8
年
（
一
九
八
三
）
3
月
、
現
在
の
位
置
へ
と

移
さ
れ
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。
『
千
川
上
水
路

図
』
（
前
出
）
等
に
よ
れ
ば
広
瀬
歯
科
医
院
の
あ

た
り
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
田
留
水
車
跡
の
位
置

も
、
周
辺
住
民
に
お
聞
き
し
た
範
囲
で
は
水
車

そ
の
も
の
の
存
在
を
記
憶
し
て
い
る
人
は
い
な

か
っ
た
た
め
、
水
車
の
存
在
場
所
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

水
路
は
こ
の
先
で
川
越
街
道
を
横
断
し
て
大

山
駅
方
面
へ
と
向
か
い
ま
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
商

店
街
と
交
差
す
る
場
所
が
元
の
大
山
橋
で
す
。

昭
和
5
～
7
年
（
一
九
三
〇
～
三
二
）
頃
に
暗

渠
化
さ
れ
た
と
き
、
こ
の
大
山
橋
は
姿
を
消
し

ま
し
た
。

商
店
街
を
斜
め
に
横
切
り
、
踏
切
を
越
え
る

と
東
京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
の
前
に
出
、
板

橋
区
立
産
文
ホ
ー
ル
と
板
橋
第
一
中
学
校
の
間

を
通
り
ま
す
。
そ
の
先
の
板
橋
税
務
署
付
近
に

は
青
山
（
秋
山
）
水
車
が
あ
り
ま
し
た
。

雷
山
水
車
鯵
か
ら
千
川
上
水
公
毘

水
路
の
本
流
は
山
手
通
り
を
渡
り
、
板
橋
区

役
所
を
右
手
に
見
て
、
国
道
1
7
号
を
横
断
し
ま

す
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
先
の
旧
道
を
左
に

入
り
、
半
円
状
に
迂
回
し
な
が
ら
再
び
1

7
号
に

戻
り
ま
す
。
こ
の
迂
回
地
点
の
ち
ょ
う
ど
中
ほ

ど
、
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
、
料
亭
文

豪
屋
敷
跡
（
板
橋
一
丁
目
）
で
あ
り
、
そ
の
前

が
喜
内
古
（
喜
泰
子
）
屋
水
車
跡
だ
そ
う
で
す
。

水
路
は
再
び
国
道
に
出
、
し
ば
ら
く
道
な
り

に
進
ん
で
、
板
橋
三
・
3
付
近
か
ら
斜
め
に
国

道
を
横
断
し
て
板
橋
郵
便
局
裏
の
道
に
入
り
ま

す
。
こ
の
辺
り
か
ら
、
旧
中
山
道
と
ほ
ぼ
平
行

に
流
れ
、
裏
通
り
の
閑
静
な
住
宅
街
の
中
を
通

り
ま
す
。
3
5
0
m
ほ
ど
で
板
橋
一
丁
目
児
童
遊
園

の
前
に
出
ま
す
。
こ
こ
に
は
板
橋
火
薬
製
造
所

（
後
の
造
兵
廠
・
板
橋
浄
水
所
）
へ
の
分
水
口

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
周
辺
は
上
水
跡
の
道
路

が
左
右
両
側
の
土
地
に
比
べ
て
著
し
く
高
く
、

い
わ
ゆ
る
尾
根
上
を
流
れ
て
い
た
こ
と
が
一
目

瞭
然
で
す
。
水
路
は
∬
板
橋
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

広
場
の
中
央
部
を
通
り
（
中
央
の
緑
地
帯
の
中

に
、
そ
れ
と
分
か
る
マ
ン
ホ
ー
ル
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
）
、
そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
直
進
し
て
埼
京

線
を
潜
り
、
北
区
滝
野
川
6
丁
目
と
7
丁
目
の

境
界
線
上
の
水
路
に
続
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人

は
潜
れ
な
い
の
で
旧
中
山
道
で
踏
切
を
越
え
、

最
初
の
細
い
（
人
一
人
が
よ
う
や
く
通
れ
ま
す
）

路
地
を
右
手
に
入
る
と
水
路
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
埼
京
線
の
す
ぐ
東
側
に
な
る
こ
こ
に
、

石
神
井
川
に
流
れ
る
分
水
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ

に
は
千
川
マ
ー
ク
の
長
方
形
型
の
マ
ン
ホ
ー
ル

が
二
枚
一
組
で
9
0
度
の
角
度
で
二
組
あ
り
、
見

る
か
ら
に
そ
れ
と
分
か
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
1

0
0
m
ほ
ど
行
く
と
、
交
差
点
の
角

に
水
路
に
向
い
た
か
た
ち
で
馬
頭
観
音
の
詞
が

あ
り
ま
す
。
水
路
は
、
こ
こ
か
ら
中
山
道
を
や

や
離
れ
る
よ
う
に
迂
回
し
て
い
ま
す
が
、
も
と

も
と
の
水
路
は
そ
の
ま
ま
ほ
ぼ
直
進
し
て
い
た

よ
う
で
す
が
、
明
治
期
に
入
る
と
板
橋
宿
付
近

の
人
家
が
次
第
に
増
し
、
上
水
に
汚
水
が
入
り

込
む
お
そ
れ
が
で
て
き
た
た
め
、
川
を
迂
回
さ

せ
た
そ
う
で
す
。
（
板
橋
区
教
育
委
員
会
発
行

『
い
た
ば
し
の
河
川
』
一
九
八
六
）

こ
の
中
山
道
に
沿
っ
た
あ
た
り
の
千
川
に
は
、

昔
、
「
千
川
の
怪
物
（
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
）
」

が
捕
獲
さ
れ
た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

‥
・
寛
政
1
3
年
（
一
八
〇
一
）
辛
酉
6
月
1
3

日
、
板
橋
宿
の
う
ら
通
千
川
の
堀
に
て
、
怪
物

を
と
ら
へ
た
り
。
先
そ
の
形
黒
く
長
さ
頭
よ
り

尾
ま
で
三
尺
四
五
寸
も
あ
る
べ
し
。
背
中
は
黒

き
内
に
ブ
ツ
ブ
ツ
と
一
際
黒
く
、
頭
は
鮭
に
似

て
平
く
大
城
き
に
、
目
は
長
く
し
て
至
て
細
し
。

口
の
大
さ
壱
尺
ば
か
り
、
前
の
両
足
は
指
四
本
、

後
ろ
の
両
足
は
指
五
本
な
り
‥
二
津
田
順
敬

『
本
朝
諸
国
風
土
記
』
）

そ
の
ま
ま
明
治
通
り
ま
で
進
む
と
「
千
川
上

水
分
配
堰
」
　
（
明
治
十
五
年
）
と
刻
ま
れ
た
石
柱

が
立
っ
て
い
ま
す
。
千
川
上
水
は
こ
こ
か
ら
王

子
方
面
へ
と
分
配
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

明
治
通
り
を
挟
ん
で
石
柱
の
対
岸
に
は
、
豊

島
区
立
千
川
上
水
公
園
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

の
旧
千
川
上
水
浄
水
場
で
す
。
こ
こ
を
経
由
し

て
、
六
義
園
や
本
郷
・
湯
島
方
面
に
給
水
し
て

い
た
の
で
す
。
公
園
に
は
現
在
も
バ
ル
ブ
　
（
仕

切
弁
）
が
残
さ
れ
、
説
明
板
も
立
っ
て
い
ま
す
。
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